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次の文章を読んで、後の問いに答えなさい。 

六
りく

義
ぎ

園
えん

を歩くと、ところどころに石柱が立っていて、それぞれの石柱には、いろいろ

な文字が書かれています。 

たとえば「かたをなみ」という文字です。そして、この「かたをなみ」を見た人は、

たとえば『万葉集』の「若の浦に 潮満ち来れば 潟
かた

を無み 葦辺
あ し べ

をさして 鶴
たづ

鳴き渡

る」という山部赤人
やまべのあかひと

の歌を思い出します。 

いや、思い出すだけでなく、和歌山県の「若の浦」を幻視します。潮が満ちるのです

から、時刻は夕暮れ。自分が六義園にいるのが朝でも昼でも夕暮れの若の浦を幻視しま

す。潮が満ちてくると干潟に波が寄せてきて潟がなくなる。すると、それまで潟にいた

鶴が居場所がなくなって飛び立つ。夕暮れの空をバックに、鳴きながら飛ぶ鶴の姿も幻

視するのです。そこに鳥が一羽もいなくても、です。 

このような幻視のトリガーになるような石柱が、六義園にはいくつも立っています。 

武士たちにとって六義園は「見えないものを見る」訓練をするための場所であり、

「見立て」の訓練の場でした。武士たちは六義園を歩き、石柱を見るたびに、「歌」の

力で幻影を呼び覚まし、「見えないもの」をそこに出現させる訓練をしていたのです。 

六義園の応用編が、六義園とともに「江戸の二大庭園」と並び称された後
こう

楽園
らくえん

です。

六義園の訓練に必要なのは和歌の素養ですが、後楽園は、それに加えて漢籍の素養も必

要とされました。  

日本の庭園は、六義園の石柱のように、あちこちに散りばめられた仕掛けを歩き回っ

て探して楽しむという庭がたくさんあります。歩きながら景色がどんどん変わり、とこ

ろどころで仕掛けと出会い、それがまた次の仕掛けを呼ぶ。そんな連句のような構造に

なっています。 

（中略） 

そして、この六義園にインターネットの検索エンジンの限界を乗り越えるカギがあ

るのではないかなどとも思っています。 

検索エンジンの限界は、大きく三つあります。 

ひとつは、当たり前のことですが、検索エンジンで探せるものはインターネット上に

あるものだけだということです。 

＊ 答えは、全て縦書きとし、解答用紙の決められた欄に書き入れなさい。 

＊ 字数には句読点も含みます。 

＊ 漢字は楷書、仮名遣いは現代仮名遣いで書きなさい。 

＊ 答えは、原稿用紙の正しい使い方にしたがって書きなさい。 
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そしてふたつめは、これと関連するのですが、インターネット上にあるものは、じつ

はたいしたものではないということです。たとえば私が能についてのことをネット上

で検索しようとは思いません。本当に大切なことはネット上には上がっていないので

す。 

そしてもうひとつ。これがいちばんの問題だと思うのですが、検索エンジンは「自分

が探したい」ものからしか探せないことです。ひとつの検索から、思いも寄らなかった

ことが引っかかることも、むろんあります。しかし、それでもそれは自分が検索しよう

としていたことに関連する何かなのです。 

これはつまらない。 

実家のある銚子
ちょうし

の書店は小さなところばかりでした。ところがそんな書店で、当時

（高校時代）は名前も聞いたことがなかったボルヘスやラヴクラフトに出会いました。

まったく予期せぬ偶然の出会い、それが自分の世界を広げてくれます。 

この検索エンジンの三つの限界はみな、検索エンジンが鳥瞰
ちょうかん

的につくられているこ

とに原因があるのではないかと思います。全体構造を把握し、ネットのなかから自分が

探したいものを素早く見つけるときには便利で効率がいいのですが、びっくりするよ

うな偶然の出会いは期待できません。 

その限界を超えるカギは、日本庭園が握っているのではないでしょうか。 

六義園を歩いていてふと出くわす石柱のように、ウォークスルー的な検索エンジン

があれば、偶然の出会いや発見を楽しみ、新しい世界への扉を開いてくれる可能性もあ

ります。しかも、ネットの世界にとどまらず、ときにはネットの外の世界にも辿
たど

り着け

てしまうような、そんな身体的な検索エンジンがあったら面白いだろうと思うのです。 

小さな町の本屋さんのような検索エンジンです。不思議な店主がいて、自分が知らな

かった世界の扉を開いてくれる。そういう、自分と世界をつなぐ「あわい」の場が、人

間にとってはやっぱり必要だし、そのためのヒントは、日本庭園のなかにたくさん詰ま

っていると思うのです。 

（安田
や す だ

 登
のぼる

 『あわいの力』による。問題作成の都合により一部省略。） 
 

（注）六義園：東京にある日本庭園  幻視：幻覚の一つ  トリガー：きっかけ・引き金 

後楽園：東京にある日本庭園  漢籍：昔の中国の書物 

  連句：ある人が詠んだ句に対して、別の人がその情景から次の句を連ねていく文芸 

能：日本の伝統芸能のひとつ、筆者はこれに精通している  銚子：千葉県の地名 

ボルヘス：1899～1986、アルゼンチンの作家   

ラヴクラフト：1890～1937、アメリカの小説家 

鳥瞰：高いところから見下ろし眺めること  ウォークスルー：歩いて通り抜ける 

あわい：二つのものがふれあう部分 

 

 

問 自分の世界を広げるために、これからのあなたの人生において必要なことは何である

と考えるか。本文の内容をふまえ、３６０字以上４００字以内で述べなさい。 
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